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市
民
バ
ス
千
代
線�

バ
ス
停
の
一
部
休
止�

結
い
タ
ー
ン�

冬
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン�

大
規
模
競
技
大
会
を�

社
会
体
育
施
設
で
行
う
方
へ�

飯
田
市
消
防
出
初
式�

月
曜
に
燃
や
す
ご
み
を�

収
集
す
る
地
区
の
方
へ�
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来
年
１
月
４
日
f
・
５
日
g

に
は
「
お
正
月
特
別
相
談
会
」

も
行
い
ま
す
の
で
、
帰
省
さ
れ

て
い
る
方
な
ど
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。�

▼
時
間�

　
午
前
８
時
３０
分
〜�

　
午
後
５
時
３０
分�

▼
場
所�

　
結
い
タ
ー
ン
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

　
イ
ン
室
（
市
役
所
３
階
）�

▼
問
い
合
わ
せ
　
結
い
タ
ー
ン

　
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
室�

　
内
線
３
５
１
２�

���

　
２０
年
４
月
〜
２１
年
３
月
に
社

会
体
育
施
設
で
予
定
さ
れ
て
い

る
全
市
規
模
以
上
の
大
会
を
調

査
し
、
施
設
利
用
の
調
整
を
し

ま
す
。
対
象
と
な
る
大
会
を
行

う
方
・
団
体
は
必
ず
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。�

▼
調
査
の
対
象
と
な
る
大
会�

○
飯
田
市
全
域
か
ら
参
加
者
・

　
競
技
者
を
募
る
大
会�

○
飯
伊
、
南
信
、
県
大
会
な
ど

　
市
以
外
の
地
域
か
ら
も
参
加

　
者
が
集
ま
る
大
会�

※
連
絡
い
た
だ
い
て
も
対
象
に

　
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。�

▼
受
付
期
限�

　
来
年
１
月
１１
日
f�

▼
受
付
・
問
い
合
わ
せ�

　
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課�

　
内
線
５
５
７
４�

���

　
新
年
に
あ
た
り
、
災
害
な
ど

が
な
く
平
穏
な
１
年
を
願
う
行

事
で
す
。
式
典
を
行
っ
た
後
、参

加
者
・
消
防
自
動
車
が
市
中
を

パ
レ
ー
ド
し
、
り
ん
ご
並
木
三

連
蔵
前
で
消
防
音
楽
隊
の
演
奏
、

操
法
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

▼
日
時
　
来
年
１
月
６
日
a�

　
正
午
か
ら�

※
パ
レ
ー
ド
は
午
後
３
時
か
ら�

�

▼
式
典
会
場
　
文
化
会
館�

▼
パ
レ
ー
ド
順
路�

　
文
化
会
館
↓
飯
田
駅
前
↓
中

　
央
通
り
↓
銀
座
↓
通
り
町
↓

　
り
ん
ご
並
木�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
防
災
交
通
課
　
消
防
団
係�

　
内
線
２
４
３
９�

���

　
燃
や
す
ご
み
の
収
集
日
が
月

曜
日
の
地
区
は
、
１２
月
３１
日
b

に
も
燃
や
す
ご
み
を
収
集
し
ま

す
。
朝
７
時
ま
で
に
燃
や
す
ご

み
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
環
境
課
　
廃
棄
物
対
策
係�

　
内
線
５
２
４
３�

�������

　
県
道
米
川
飯
田
線
の
道
路
改

良
工
事
に
よ
り
市
民
バ
ス
千
代

線
を
経
路
変
更
す
る
た
め
、
一

部
バ
ス
停
を
休
止
し
ま
す
。�

▼
休
止
す
る
バ
ス
停�

　
駄
科
、
ほ
っ
き�

※
国
道
１
５
１
号
線
沿
い
の
駄

　
科
下
平
、
駄
科
南
平
バ
ス
停

　
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

▼
休
止
す
る
期
間�

　
来
年
１
月
７
日
b
〜�

　
２
月
２５�
日
b�

※
休
止
期
間
延
長
の
場
合
は
オ

　
フ
ト
ー
ク
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
都
市
・
地
域
計
画
課�

　
内
線
２
７
４
１�

���

　
１２
月
１９
日
d
〜
来
年
２
月
２０

日
d
を
「
結
い
タ
ー
ン
」
推
進

期
間
と
し
て
、Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
の

相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。�

ページ�
8～9

所
得
税
の
確
定
申
告
と�

市
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て�

ページ�
12～13

今
年
の
主
な
出
来
事�

（
カ
ラ
ー
版
）�
●お知らせ特集●

ページ�
10～11

年
末
年
始
の
お
休
み�
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緊
急
地
震
速
報
�

訓
練
放
送
を
し
ま
す
�

消
防
団
活
動
に
協
力
す
る
�

法
人
・
個
人
事
業
主
の
方
へ
�

歴
史
研
究
所
�

外
部
評
価
結
果
公
表
�

■問い合わせ�
　美術博物館�
　10265（22）8118

　美博で開校する「こども美術学校」を
担当しています。今年度生徒は27人。５
月から11月まで７回の学校を行い、今
月の16日まで美博で作品展を開催して
います。27人の成績は全員「優秀」です。�
　「うまく描こうと思わないこと」が学
校の決まりで、「楽しく描けたか」を一
番大切にした結果です。�
　出会うたびに大きくなる子どもたち
に驚き、おしゃべりしたり、美博の展示
を鑑賞したり、そして絵を描いたりし
て活動しました。楽しい学校でした。�

美術博物館学芸員が、知られざる・知ってほしい飯田
下伊那の紹介や、専門分野のお話を連載しています。�

生徒の描いた「安富桜」。大きくたく
ましい桜の幹が印象的な作品です。�

　来年度もこ
の学校を開き
ます。対象は小
学３年生から
６年生までで、
参加費は無料。
来年４月末に
小学校を通し
て生徒を募集
します。あなた
も入学してみ
ませんか。�

　広報いいだ12月１日号７
ページ「わたしのひとこと」
の記事中、越久保がんこ会
の会長を「伊藤 強」様と紹
介しましたが、「近藤 強」様
の誤りでした。�

　お詫びして訂正させてい
ただきます。�

広報いいだ12月１日号の訂正�

専門：美術�
田中　秀夫�
（専門研究員）�

���
　
来
年
２
月
１
日
か
ら
、
防
災

行
政
無
線
で
の
緊
急
地
震
速
報

を
行
う
予
定
で
す
。
こ
れ
に
先

立
ち
、
緊
急
地
震
速
報
の
訓
練

放
送
を
行
い
ま
す
。�

　
訓
練
で
す
の
で
、
お
間
違
え

の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。�

※
上
村
・
南
信
濃
地
区
に
つ
い

　
て
は
、
来
年
４
月
か
ら
運
用

　
開
始
の
予
定
で
す
。
今
回
は

　
訓
練
放
送
を
行
い
ま
せ
ん
。�

▼
訓
練
放
送
の
内
容�

　
「
訓
練
、訓
練
、大
地
震
（
お

　
お
じ
し
ん
）
で
す
。
大
地
震

　
で
す
。
こ
れ
は
訓
練
放
送
で

　
す
。」�

▼
訓
練
放
送
日
時�

　
来
年
１
月
１０
日
e
・
２２
日
c
・

　
２３
日
d�

　
午
前
１０
時
か
ら
５
分
程
度�

▼
緊
急
地
震
速
報
へ
の
対
応�

　
緊
急
地
震
速
報
を
聞
い
た
時

　
は
「
周
囲
の
状
況
に
応
じ
て
、

　
あ
わ
て
ず
に
、
ま
ず
身
の
安

　
全
を
確
保
す
る
」
こ
と
が
基

　
本
で
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
防
災
交
通
課
　
危
機
管
理
係�

　
内
線
２
４
３
３�

���

　
１２
月
１
日
か
ら
「
飯
田
市
消

防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
」

を
始
め
ま
し
た
。�

　
協
力
事
業
所
と
し
て
認
定
さ

れ
た
場
合
は
、
事
業
所
に
表
示

証（
左
図
）を
掲
示
で
き
ま
す
。�

������

▼
対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該

　
当
す
る
事
業
所�

○
従
業
員
が
消
防
団
に
２
人
以

　
上
（
飯
田
市
消
防
団
員
１
人

　
以
上
を
含
む
）入
団
し
、か
つ
、

　
消
防
団
活
動
に
積
極
的
に
配

　
慮
し
て
い
る
事
業
所�

○
災
害
時
に
事
業
所
の
資
機
材

　
を
消
防
団
に
提
供
す
る
な
ど

　
の
協
力
を
し
て
い
る
事
業
所�

※
県
税
の
減
税
制
度
が
適
用
に  

　
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳

　
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
防
災
交
通
課
　
消
防
団
係�

　
内
線
２
４
３
９�

���

　
歴
史
研
究
所
は
平
成
１５
年
１２

月
の
開
所
以
来
、
地
域
の
歴
史

や
文
化
を
調
査
研
究
し
、
そ
の

成
果
を
現
在
お
よ
び
未
来
の
市

民
に
還
元
す
る
た
め
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。�

　
第
１
期
（
平
成
１５
〜
１９
年
度
）

の
最
終
年
度
に
当
た
り
、
外
部

評
価
指
針
を
定
め
、
外
部
評
価

委
員
会
の
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

そ
こ
で
、外
部
評
価
指
針
・
外
部

評
価
報
告
書
を
公
表
し
ま
す
。�

▼
公
表
方
法
　
歴
史
研
究
所�

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

　
ほ
か
、
歴
史
研
究
所
で
指
針

　
と
報
告
書
を
配
布
し
ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
歴
史
研
究
所�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０�

　
Ｅ
メ
ー
ル�

　iihr@
city.iida.nagano.jp
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■応募・問い合わせ　〒395-8501　飯田市大久保町2534　生涯学習・スポーツ課　内線3573

わがまち飯田70景�－｢飯田市の今｣を撮る
市内の風景や街並み、人々の暮らしぶりなど「飯田市の今」を撮影した写真

作品を募集しています。
紅葉も終わりを告げ、本格的な冬を迎えた南信州飯田。季節感あふれる作
品をお待ちしています。奮ってご応募ください。

市内の風景や街並み、人々の暮らしぶりなど「飯田市の今」を撮影した写真
作品を募集しています。
紅葉も終わりを告げ、本格的な冬を迎えた南信州飯田。季節感あふれる作
品をお待ちしています。奮ってご応募ください。

市内の風景や街並み、人々の暮らしぶりなど「飯田市の今」を撮影した写真
作品を募集しています。
紅葉も終わりを告げ、本格的な冬を迎えた南信州飯田。季節感あふれる作
品をお待ちしています。奮ってご応募ください。

特選 ５点�賞金　70,000円
入選 10点�賞金　30,000円

佳作 55点�賞金　  2,000円

来年１月31日（木）

１人　10点以内
モノクロ、カラーともに四つ切り（ワイド
不可）またはＡ４のプリントに限る。�
※デジタル作品も可としますが、合成・特殊効
果を施したものは除きます。�

応募作品（写真）に、住所、氏名、年齢、職業、
電話番号と撮影データ（キャプション、撮
影場所、撮影日、撮影者（応募された方））
を明記した「応募票」を添付して提出して
ください。�

飯田市の今

※発表は、来年２月に入賞者に直接ご連絡します。�

※応募上の注意事項があります。�
　詳細はお問い合わせください。�

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
�

改
選
さ
れ
ま
し
た
�

���
　������
１２
月
１
日
に
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
定

数
２
２
７
人
の
う
ち
９７
人
の
方

が
改
選
さ
れ
ま
し
た
。�

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、市

民
の
相
談
相
手
と
し
て
、ま
た
、

地
域
と
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
と

し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を

も
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。�

��

　
各
委
員
は
個
人
の
秘
密
を
守

り
ま
す
。
何
か
困
っ
た
こ
と
、悩

み
ご
と
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。�

※
お
住
ま
い
の
地
区
の
委
員
が

　
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
各
地

　
区
の
会
長（
左
表
）、
福
祉
課

　
ま
た
は
各
自
治
振
興
セ
ン�

　
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課�

　
内
線
５
３
１
６�

�

地区� 氏名� 電話番号� 地区� 氏名� 電話番号�

橋北�西野　武久�0265（22）4964 龍江�鷲山　芳照�0265（27）2439

橋南�菅沼　輝美�0265（25）0085 竜丘�佐藤　克郎�0265（26）9955

羽場�梨原　卓郎�0265（23）3345 川路�宮嶋　眞治�0265（27）2211

丸山�池田　延史�0265（22）2335 三穂�久保田　英輔�0265（27）3940

東野� 山口　赳� 0265（23）0911 山本�岡庭　忠臣�0265（25）2471

座光寺�吉川　柏夫�0265（24）5249 伊賀良�大前　哲二�0265（25）2600

松尾�清水　正則�0265（23）3567 鼎� 伊野　昭次�0265（23）1485

下久堅�三石　隆� 0265（29）7313 上郷�菅沼　龍逢�0265（22）1617

上久堅�椎名　佑平�0265（29）7189 上村�柄澤　清吉�0260（36）2433

千代�嶋岡　賢一�0265（59）2050 南信濃�山崎　博文�0260（34）2291

各地区の民生委員・児童委員協議会長�
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飯
田
市
立
保
育
園
�

臨
時
・
パ
ー
ト
保
育
士
�

特
養
第
二
飯
田
荘
�

臨
時
・
パ
ー
ト
介
護
員
�

飯
田
市
職
員�

教
育
委
員
会
�

臨
時
・
非
常
勤
職
員
�

税目�

納期�

12月の納税

固定資産税（3期）�
国民健康保険税(12月分)

12月26日(水)

今月は納期が通常より�
早いのでご注意ください�

�������

▼
募
集
区
分
　
下
表�

▼
採
用
予
定
日�

　
平
成
２０
年
４
月
１
日�

▼
試
験
方
法�

　
面
接
な
ど
に
よ
る�

※
日
程
は
後
日
申
込
者
に
通
知�

▼
申
込
方
法�

　
希
望
す
る
職
種
を
記
入
の
上

　
１２
月
１７
日
b
〜
来
年
１
月
１８

　
日
f
の
間
に
、
写
真
を
貼
付

　
し
た
市
販
の
履
歴
書
を
提
出

　
し
て
く
だ
さ
い
。�

※
郵
送
の
場
合
は
消
印
有
効�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
〒
３
９
５
―
８
５
０
１�

　
飯
田
市
大
久
保
町
２
５
３
４�

　
飯
田
市
教
育
委
員
会�

○
児
童
館
・
セ
ン
タ
ー
・
ク
ラ
ブ

　
児
童
厚
生
員
は
学
校
教
育
課

　
保
健
給
食
係（
内
線
２
５
７
１
）�

○
体
育
施
設
管
理
人
は
生
涯
学

　
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課（
内
線
５
５

　
７
４
）�

○
そ
の
ほ
か
の
職
種
は
学
校
教

　
育
課
総
務
係（
内
線
２
５
７
３
）�

���

▼
応
募
資
格�

　
保
育
士
資
格
の
あ
る
方�

※
松
尾
・
鼎
み
つ
ば
保
育
園
に

　
つ
い
て
は
、保
健
師
・
看
護
師

　
資
格
の
あ
る
方
も
可�

▼
募
集
人
数�

○
８
時
間
勤
務�

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

　
１５
分
の
勤
務
　
２
人
程
度�

○
６
時
間
勤
務�

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
の
勤

　
務
　
１
人�

○
長
時
間
保
育
勤
務�

・
午
後
３
時
３０
分
か
ら
３
〜
４

　
時
間
の
勤
務
　
１
人
程
度�

・
午
前
７
時
１５
分
〜
８
時
３０
分

　
お
よ
び
午
後
３
時
３０
分
〜
７

　
時
１５
分
の
勤
務
　
１
人
程
度�

▼
勤
務
場
所
　
欠
員
の
生
じ
た

　
市
内
公
立
保
育
園（
座
光
寺
・

　
松
尾
・
鼎
み
つ
ば
な
ど
）�

▼
給
与�

　
飯
田
市
臨
時
的
任
用
職
員
・

　
非
常
勤
職
員
の
規
定
に
よ
る�

※
時
給
８
９
０
円
以
上
、
通
勤

　
手
当
あ
り
。�

▼
応
募
方
法
　
市
販
の
履
歴
書

　（
写
真
貼
付
）を
用
意
し
、電

　
話
で
日
程
打
ち
合
わ
せ
の
上�

　
り
ん
ご
庁
舎
子
育
て
支
援
課

　
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
子
育
て
支
援
課
　
保
育
係�

　
内
線
５
３
４
１�

���

▼
募
集
職
種
・
人
数�

○
臨
時
介
護
員
　
１
人�

○
パ
ー
ト
介
護
員
　
１
人�

▼
業
務
内
容�

　
入
所
者
の
介
護�

▼
給
与�

○
夜
勤
あ
り
　
時
給
９
５
０
円�

○
夜
勤
な
し
　
時
給
９
３
０
円�

▼
申
込
方
法�

　
市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

　
を
用
意
し
、
電
話
で
日
程
打

　
ち
合
わ
せ
の
上
、
第
二
飯
田

　
荘
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
第
二
飯
田
荘�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）６
６
７
７�

募集区分� 募集人数� 資格及び免許� 勤務内容など� 給与・手当（平成19年4月1日現在）�

学校教育課事務補助� １人�
一般事務経験者�
（一般的なパソコン知識を有する方）�

事務全般�
8:30～17:30

月額125,050円�

通
勤
手
当
な
ど
�

特別支援教育支援員�若干人�特になし�
身体障害・知的障害・情緒障害など�
の特別な支援を必要とする児童・生�
徒への学校生活の介助や学習支援�

時給930円�

家庭科担当講師�
（兼学校図書館司書）�

若干人�
小学校または中学校普通免許�
2種以上の取得者�

家庭科授業及び学校図書館司書業務�
8:30～17:15

月額166,050円（県教員経験者）�

月額145,550円（経験なし）�

学校用務員� 10人程度�
普通自動車免許所有者（原付バ�
イクの運転が出来る方）�

学校用務、営繕、荷物運搬など�
原則半日交替勤務（週30時間）�

月額97,900円�

児童館・センター�
児童厚生員�

若干人�保育士資格、幼稚園教諭または、�
教員免許取得者�

小学校低学年児童の放課後及び土曜保育�
月～土曜日　13:00～18:00

月額105,650円�

児童クラブ�
児童厚生員�

若干人�保育士資格、幼稚園教諭または、�
教員免許取得者�

小学校低学年児童の放課後及び土曜保育�
月～金曜日　14:00～18:00�
土曜日　12:00～18:00

時給890円�

体育施設管理人� 若干人�普通自動車免許所有者�
施設の維持管理及び貸し出しなど�
（主に8:30～17:30と17:30～21:45�
の交替勤務）�

日額6,100円�
（勤務日数は施設により異なる）�

教育委員会　臨時・非常勤職員募集�
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有効�
期限�

記号� １０－１２３４�
氏名�コクホ　ハナコ�

国保　ハナコ�

いいだ� 番号�

平成２０年　９月３０日�国民健康保険被保険者証

①飯田市国民健康保険に加入していること�
②「老人保健」の認定を受けていないこと�
③厚生年金などの老齢（退職）年金を受けていて、
その加入期間が20年（または40歳以降に10年）
以上あること�

会社や官公庁などを退職して厚生年金・共済年金などを受けられる75歳未満の方とその扶養家
族の方は、退職者医療制度でお医者さんにかかることになります。�
次の条件すべてに当てはまる方は、年金証書を受け取ったら、14日以内に届出をしてください。�

■条件�

■手続きの方法�

○持ち物�
・国民健康保険証�
・年金証書（年金裁定通知書）�
※以下はお持ちの方のみ�
・福祉医療費受給者証　・国保の高齢受給者証�
・国保の各種認定証　　・国保の特定疾病療養受療証�

☆退職者医療制度で医療を受ける方の医療費のうち、本人
の自己負担分以外は、国保税と社会保険などが出し合う
「拠出金」によってまかなわれます。健全な国保運営のた
めにも、対象となる方は必ず提出をしてください。�

○場所　保健課国保係�
りんご庁舎市民証明コーナー�
各自治振興センター�

※既に届出が済んでいる方には、図の保険証（黄色）をお渡し
してあります。お手元の保険証を確認してください。�

このマークが入っています。�

■問い合わせ　保健課　国保係　内線5523

動物園の�
休園日�

■問い合わせ�
　動物園�

10265（22）0416

12月17日b◆25日c�
◆29日g◆30日a�
◆31日b　　　　�

い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
�

実
行
委
員
�

放
送
大
学
で
�

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
�

���
　
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
は
、

市
民
が
主
体
と
な
っ
て
企
画
・

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
来
年
は
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
と

し
て
１０
回
目
、
人
形
劇
カ
ー
ニ

バ
ル
か
ら
通
算
３０
回
目
と
な
り
、

世
界
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

と
し
て
８
月
２
日
g
か
ら
１０
日

a
ま
で
盛
大
に
行
う
予
定
で
す
。

テ
ー
マ
は
「
つ
な
が
っ
て
く�

―
も
っ
と
広
く
　
も
っ
と
深
く

も
っ
と
楽
し
く
―
。」�

　
あ
な
た
も
実
行
委
員
に
な
っ�

て
、
こ
の
日
本
最
大
の
人
形
劇

の
祭
典
を
運
営
し
て
み
ま
せ
ん

か
。�

�

▼
活
動
内
容�

　
人
形
劇
の
公
演
・
ワ
ー
ク�

　
シ
ョ
ッ
プ
・
人
形
劇
パ
レ
ー

　
ド
や
各
種
セ
レ
モ
ニ
ー
の
企

　
画
運
営
、広
報
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
な
ど�

※
月
２
回
程
度
、
夜
間
や
休
日

　
に
会
議
や
作
業
を
行
い
ま
す
。�

▼
応
募
方
法�

　
電
話
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
連
絡

　
く
だ
さ
い
。
所
定
の
登
録
用

　
紙
を
送
り
ま
す
。�

▼
募
集
締
切�

　
来
年
１
月
３１
日
e�

※
期
間
中
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

　
タ
ッ
フ
は
後
日
募
集
し
ま
す
。�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
実

　
行
委
員
会
（
文
化
会
館
内
）�

　
1
０
２
６
５（
２
３
）３
５
５
２�

　
Ｅ
メ
ー
ル�

　festa2008@
iida-puppet.com

�

���

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
２０
年

度
第
１
学
期
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
放
送
大
学
は
、
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
で
授
業
を
行
う
通

信
制
大
学
で
す
。�

▼
第
１
学
期
出
願
受
付
期
限�

　
来
年
２
月
２９
日
f

▼
教
養
学
部
の
紹
介�

○
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

○
１５
歳
以
上
な
ら
選
科
履
修�

　
生
、科
目
履
修
生
と
し
て
、約

　
３
０
０
科
目
の
中
か
ら
好
き

　
な
科
目
を
学
べ
ま
す
。�

○
１８
歳
以
上
で
大
学
入
学
資
格

　
の
あ
る
方
は
、
全
科
履
修
生

　
と
し
て
学
び
、
卒
業
す
る
と

　
学
士
を
取
得
で
き
ま
す
。�

▼
大
学
院
の
紹
介�

　
１８
歳
以
上
な
ら
修
士
選
科�

　
生
・
修
士
科
目
生
と
し
て
、約

　
６０
科
目
の
中
か
ら
好
き
な
科

　
目
を
学
べ
ま
す
。�

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン�

　
タ
ー
（
諏
訪
市
）�

　
1
０
２
６
６（
５
８
）２
３
３
２�

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

　http://w
w
w
.u-air.ac.jp�

�
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歴
史
研
究
所
�

地
域
史
講
座
⑧
�

障
害
者
等
居
宅
生
活
�

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
�

ぎ
や
ま
ん
工
房
�

■問い合わせ　美術博物館　10265（22）8118

�
　飯田市所蔵の菱田春草作品が2008年の
カレンダーになりました。�
　色彩の再現に気を配った美術印刷により、
春草作品の上品な風合いを表現しました。�
　2008年は、ぜひ春草の絵とともにお過
ごしください。�
　価格も１冊1,000円とお手頃です。美術
博物館受付、飯田市役所受付でお求めく
ださい。�

「霊昭女」「夜桜」「春秋」「鹿」そして「菊慈童」と、
飯田市所蔵の代表作品が次々に登場します。�

　「菱田春草作品カレンダー」を新発売！�

1,500部限定�

�������

　
弥
生
人
や
古
墳
人
が
身
に
つ

け
て
い
た
よ
う
な
ガ
ラ
ス
製
装

身
具
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。�

▼
対
象
　
小
学
生
以
上�

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴�

▼
日
時�

　
来
年
１
月
１２
日
g�

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時�

▼
場
所
　
上
郷
考
古
博
物
館�

▼
費
用�

○
小
・
中
学
生
　
５
０
０
円�

○
高
校
生
以
上
　
６
０
０
円�

　（
材
料
費
・
入
館
料
・
保
険
料
）�

▼
募
集
人
数
　
３０
人�

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選�

▼
申
込
方
法�

　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
（
学
年
・

　
学
校
）・
電
話
番
号
を
明
記
の

　
上
、
往
復
は
が
き
ま
た
は
Ｅ

　
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ

　
さ
い
。�

　kouko@
iida-m

useum
.org�

▼
申
込
締
切�

　
来
年
１
月
４
日
f�

　（
消
印
有
効
）�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
〒
３
９
５
―
０
０
０
３�

　
飯
田
市
上
郷
別
府�

　
２
４
２
８
―
１�

　
上
郷
考
古
博
物
館�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）３
７
５
５�

���

　
障
害
者
等
居
宅
生
活
サ
ポ
ー

タ
ー
は
、
６５
歳
未
満
の
障
害
の

あ
る
方
に
、一
時
的
な
介
護
や
、

自
立
体
験
支
援
な
ど
を
行
う
方

で
す
。�

▼
対
象�

　
飯
田
下
伊
那
地
域
に
お
住
ま

　
い
の
満
１８
歳
以
上
の
方
で
、

　
全
講
座
を
受
講
で
き
る
方�

※
で
き
れ
ば
２
級
以
上
の
ヘ
ル

　
パ
ー
資
格
を
お
持
ち
の
方�

▼
日
時�

　
来
年
２
月
７
日
e
・
８
日
f
・

　
１２
日
c
・
１３
日
d
の
４
日
間�

▼
場
所
　
飯
田
勤
労
者
福
祉
セ

　
ン
タ
ー
（
東
栄
町
）�

▼
受
講
料
　
５
０
０
円�

▼
定
員
　
３０
人�

▼
申
込
方
法�

　
福
祉
課
窓
口
、
飯
伊
圏
域
障

　
害
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
に

　
用
意
し
て
あ
る
所
定
の
用
紙

　
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

▼
申
込
締
切�

　
来
年
１
月
３０
日
d�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
飯
伊
圏
域
障
害
者
総
合
支
援

　
セ
ン
タ
ー�

　（
上
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）�

　
1
０
２
６
５（
２
４
）３
１
８
２�

���

　
歴
史
研
究
所
地
域
史
講
座
で

は
、
５
月
に
発
刊
し
た
『
満
州

移
民
―
飯
田
下
伊
那
か
ら
の�

メ
ッ
セ
ー
ジ
』
の
各
章
の
執
筆

者
が
、
４
回
に
分
け
て
そ
れ
ぞ

れ
の
章
を
分
か
り
や
す
く
解
説

し
て
い
ま
す
。�

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。�

▼
第
３
回
講
座�

○
テ
ー
マ�

　
逃
避
行
か
ら
引
揚
げ
へ�

○
日
時�

　
来
年
１
月
１２
日
g�

　
午
後
２
時
〜
４
時�

▼
講
師
　
本
島
和
人
さ
ん�

　（
調
査
研
究
員
、
伊
那
西
高

　
等
学
校
教
諭
）�

▼
場
所
　
歴
史
研
究
所
研
修
室�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
歴
史
研
究
所�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０�
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戦
傷
病
者
・
戦
没
者
遺
族�

援
護
相
談
所�

交通事故発生状況�
（11月30日現在）�

件数・・       ・569件（－14）�

死者・・・       ・・　7人（＋5）�

傷者・・       ・705人（－33）�

（   ）内前年同期対比�

運転中�
　見逃さないで�
　　　　小さな手�

�

�������

　
戦
傷
病
者
と
戦
没
者
の
遺
族

を
対
象
に
し
た
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。
日
ご
ろ
お
困
り
の
こ

と
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
ご
相
談

く
だ
さ
い
。�

※
相
談
に
は
、
厚
生
労
働
省
か

　
ら
委
託
を
受
け
た
戦
傷
病
者

　
相
談
員
、
戦
没
者
遺
族
相
談

　
員
が
対
応
し
ま
す
。�

▼
日
時�

　
来
年
１
月
９
日
d�

　
午
後
１
時
〜
４
時�

▼
場
所�

　
り
ん
ご
庁
舎
３
階
会
議
室�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
福
祉
課
　
庶
務
係�

　
内
線
５
３
７
３ 

来年2月からの講座の受講生を1月4日fから募集します。（定員になり次第締め切ります）�

◆問い合わせ　サンヒルズいいだ　10265（26）7090�
◆申し込みは、事務所まで直接お越しください。�
◆サンヒルズいいだホームページ　http://www.mis.janis.or.jp/̃sunhills/

サンヒルズいいだ各種講座受講生募集�サンヒルズいいだ各種講座受講生募集�

内　　　　　　　　　容� 開講日� 時間� 定員� 受講料� 教材費�

●初めての方でも参加できます。パソコンの基本操作や�
　インターネットを楽しく学びます（office2003・2007使用）�

ＰＭ  1:30～3:30

各20人�
(最小10人)

18,000円� 2,100円�

2,300円�

ＰＭ  6:30～8:30

●基本機能・操作のおさらいに加えて、いろいろな機能�
　の紹介をします（office2003・2007使用）� 9,600円�

内　　　　　　　　　　容� 時間� 定員�
受講料�

週1回コース�週2回コース�

●泳げない人でも参加できます。無理なく効果的な指導�
　で泳げるようになります�
●健康作りにも最適です�

ＡＭ11:00～12:00

各18人�

1カ月�
4,200円�

1カ月�
6,300円�

ＰＭ  2:00～3:00

ＰＭ  7:00～8:00

ＰＭ  7:30～8:30

ＰＭ  8:00～9:00
●50代以上の方、体力不足の方にお勧めです�
●水中歩行から始め、泳ぎなどの水中運動を取り入れて�
　無理なく進めていきます�

ＡＭ11:00～12:00
各18人�

ＰＭ  2:00～3:00

●アクアビクス（ヌードル使用）30分＋水泳30分のバラ�
　ンスの良いプログラムです�

ＡＭ11:00～12:00

各20人�
ＰＭ  2:00～3:00

ＰＭ  7:00～8:00

ＰＭ  8:00～9:00
●水中ウオーキング・ストレッチ、簡単な泳ぎを組み合�
　わせながら徐々に体力アップを目指します�
●体力に自信のない方や、肩こり、腰・股関節・膝の痛�
　みでお悩みの方でも安心して参加できます�

ＰＭ  7:30～8:30
各18人�

ＰＭ  8:00～9:00

●水中でのエアロビクスです�
●短時間でシェイプアップに効果的なプログラムです�

ＡＭ11:00～11:30

各30人�

1カ月�
3,675円�

ＰＭ  2:00～2:30

ＰＭ  7:00～7:30

ＰＭ  8:00～8:30

●リズムに合わせておもいっきり身体を動かし、気持ち�
　よく汗を流しましょう�

ＡＭ10:30～11:30

各30人�ＰＭ  1:30～2:30

ＰＭ  7:30～8:30
●元オリンピック選手から、ストレッチ・簡単な筋力ト�
　レーニング・ウオーキングを学ぶ理想的なプログラム�
　です�

●中国の武術に基づき、花のように美しく舞う健身術で�
　す。古曲にのって呼吸法とともに心身をゆったりと動�
　かしていきます。�

ＰＭ  2:00～3:30
制限なし� 1カ月　　3,150円�

ＰＭ  7:00～8:30

講座名�

パソコン�
入門コース�

パソコン�
活用コース�

講座名�

水　　　泳�

リフレッシュ�
クラス�

アクアシェイプ�

コーディネー�
ション�

アクアビクス�

エアロビクス�

フィットネス�
ウオーキング�

花架拳＆�
練功十八法� ＰＭ  7:30～8:45

ＰＭ  3:00～4:15
各10人� 1カ月　　3,150円�

月・水（15回）�

火・金（15回）�

ＰＭ  1:30～3:30

ＰＭ  6:30～8:30

火（8回）�

水（8回）�

開講日�

月・火・木�

水・木・土�

水・土�

火�

金�

金�

月�

水�

火・金�

月�

水・土�

木�

月�

水�

火・金�

月�

水・土�

金�

水�

月・火・水�

金（月4回）�

金（月4回）�

第2・3・4水�

第2・3・4木�

※　飯田勤労者共済会の会員の方は、年１回に限り受講料の半額（2,625円上限）の割引が受けられます。申し込みの際、会員証を提示してください。�
※　受講者が極めて少ない場合は、開講しません。曜日、時間などの変更もありますのでご承知おきください。�
※　「サンヒルズいいだ」では、温水プールでの一般遊泳・無料浴場もご利用いただけます。�

教養文化講座�（来年2月～3月）2カ月単位�

健康増進講座�（1カ月単位月々更新）随時申込受付�
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◎申告書や収支計算書はご自分で書いて提出してください。�
◎申告に必要な書類や領収書は事前に準備・整理しておきましょう。�

■問い合わせ　税務課　市民税係　内線5162

税源移譲前の税率で計算�
（課税標準額260万円の場合）�

税源移譲前の税率で計算�
（課税標準額260万円の場合）�

税源移譲後の税率で計算�

税源移譲後の税率で計算�

所得税額
（納めるべき額）�

（納めるべき額）�

（納めるべき額）�

（納めるべき額）�

260,000円

住宅借入金等
特別控除額

200,000円

所得税額税源移譲

税源移譲

162,500円

住宅借入金等
特別控除額

市県民税から控除

もともと引ききれなか
った部分　40,000円

162,500円

所得税額

260,000円

住宅借入金等
特別控除額

300,000円

所得税額

162,500円

住宅借入金等
特別控除額

162,500円

37,500円

市県民税から控除
97,500円

今年の申告に関する主な変更点

地震保険料控除創設�
損害保険料控除を廃止し、平成20年度課税分から「地震保険料控除」を創設しました。
○契約期間が１年の短期損害保険料控除は廃止となります。長期損害保険料控除も廃止ですが、平

成18年12月31日までに締結した契約は経過措置として、今までどおりの控除となります。�

住宅ローン特別税額控除�
　所得税から市県民税への税源移譲により所得税が減額となったことで、住宅借入金等特別控除（住
宅ローン控除）額が所得税額（収めるべき額）より多くなり、控除できる住宅ローン控除額が減る場
合があります。そのため、所得税から住宅ローン控除を引ききれなかった分を市県民税から控除す
る経過措置です。�

■対象　平成11年から18年までに入居し、住宅借入金等特別控除を受けている　
　　　方で、次の!または"に該当する方

○申告期限　来年３月17日（月）�

○提出先　所得税の確定申告を行う方・・・所得税の確定申告に併せて提出�
　　　　　所得税の確定申告をされない方・・・源泉徴収票を添付して市役所に提出�

※申告用紙は12月中旬以降、市役所税務課・各自治振興センター、税務署に用意します。�

■手続き

!税源移譲により所得税が減少した結果、所得税額が住宅借入金等特別控除額より少なくなる方

"もともと住宅借入金等特別控除額が所得税より多く、税源移譲により引ききれない額が更に増えた方
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所得税の確定申告が必要な方

飯
田
税
務
署
へ

市
役
所
・
各
申
告
会
場
へ

■次の方は、税務署で「所得税の確定申告」をしてください。
○税務署から確定申告書が送付されている方�

○年末調整されていない給与がある方�
　（平成19年中に退職し、その後就職していない場合など）�

○給与所得以外の所得金額が20万円を超える方�

○２カ所以上から給与の支払いを受けた方�

○公的年金から所得税が源泉徴収されている方�

○営業所得、譲渡所得、山林所得のあった方�

○雑損控除、医療費控除や住宅借入金等特別控除などで所得税の還付を受ける方�

※上記に該当する方は、市役所の申告相談会場にお越しいただいても、長時間お待ちいただ
いたり、相談をお受けできない場合があり、改めて税務署へ行っていただくこともあります。

★申告相談の日程表など詳細は「広報いいだ」1月1日号でお知らせします。
　市ホームページにも申告に関する内容を掲載しています。（http://www.city.iida.nagano.jp/zeimu）

市県民税の申告が必要な方
■平成20年1月1日現在飯田市に居住する方で次の場合は、市県民税
　の申告が必要です。
　※申告がない場合には、国保税額の決定などに影響があります。�

○給与所得者で�
・給与所得以外の所得金額が20万円以下の方�
・平成19年中にアルバイト・パートなどをしている方�

○下記①・②に該当する公的年金収入のみで所得税が源泉徴収されていない方�
　①65歳以上の方で年金収入額が148万円を超える場合�
　②65歳未満の方で年金収入額が98万円を超える場合�

○非課税収入のみ（遺族年金・障害年金・失業給付金・児童扶養手当等）の方�

○金額の多少に関わらず、上記以外の所得があった方�

○平成19年中に所得がなかった方で、別居している家族の扶養親族（※）になって
　いる方、または、どなたの扶養親族（※）にもなっていない方�

市県民税の申告をしなくてもよい方
■次の方は、市県民税の申告をする必要がありません。
○所得税の確定申告書を税務署へ提出する方�

○1カ所からの給与のみで他に所得がなく、年末調整の内容に変更のない方�

○下記①・②に該当する公的年金収入のみで所得税が源泉徴収されていない方�
　①65歳以上の方で年金収入額が148万円以下の場合�
　②65歳未満の方で年金収入額が98万円以下の場合�

○平成19年中に所得がなかった方で、扶養親族（※）になっている方�

※税法上の扶養親族をいい、医療機関で使用する保険証の扶養家族とは異なります。�

※税法上の扶養親族をいい、医療機関で使用する保険証の扶養家族とは異なります。�
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市役所本庁・各自治振興センター、教育委員会、水道局は12月29日（土）～1月3日（木）まで休みとなります。�
このほかの業務・施設の休みは下記一覧表のとおりですので、ご確認ください。�

市公民館・地区公民館�

飯田文化会館・人形劇場�

竹田扇之助記念国際糸操り人形館�

川本喜八郎人形美術館�

中央図書館�

鼎図書館�

上郷図書館�

美術博物館�

上郷考古博物館�

歴史研究所�

上村まつり伝承館天伯�

遠山郷土館�

旧小笠原家書院・資料館�

飯田市考古資料館�

旧座光寺麻績学校校舎�

りんご庁舎市民サロン・子どもサロン�

動物園�

かざこし子どもの森公園�

天竜川総合学習館 かわらんべ�

麻績の里交流センター�

南信濃学習交流センター�

さんとぴあ飯田（福祉会館）�
飯田勤労者福祉センター�

勤労青少年ホーム・体育館�

サンヒルズいいだ会議室�

サンヒルズいいだプール�

サンヒルズいいだ浴場�

まちなかインフォメーションセンター�

飯田駅前観光案内所�

地場産業振興センター�

飯田パートバンク�

ジョブカフェいいだ�

道の駅遠山郷アンバマイ館（観光案内）�

あざれあ�

りんご並木三連蔵�

各公民館へ�

0265（23）3552

0265（23）4222

0265（23）3594

0265（22）0706

0265（23）9901

0265（52）2551

0265（22）8118

0265（53）3755

0265（53）4670

0260（36）2005

0260（34）2355

0265（27）4178

0265（26）9009

0265（23）4222

0265（22）4511

0265（22）0416

0265（59）8080

0265（27）6115

0265（52）4831

0260（34）5101

0265（22）7494

0265（23）5571

0265（26）7090

0265（26）7090

0265（26）7090

0265（22）4851

0265（52）2946

0265（52）1613

0265（52）1590

0265（53）8966

0260（34）1071

0265（27）4885

0265（23）0023

各戸配布の当番店一覧により修理を依頼してください。�
不明の場合は、市役所宿直にお問い合わせください　1 0265（22）4511

※31日23:00～1日1:00は開館�

2月29日まで休館�

2月29日まで休館�

※28日、4日は午後5時まで�

6日まで休み�

6日まで休み�

6日まで休み�

無休�

25
（火）�

26
（水）�

27
（木）�

28
（金）�

29
（土）�

30
（日）�

31
（月）�

1/1
（祝）�

2
（水）�

3
（木）�

4
（金）�

5
（土）�業務・施設� 電話� 備　考�

教育・文化

施設

産業・経済

水道・下水道の修理

土・日曜日、祝日はチケット販売�
及び貸館受付は休み�
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25
（火）�

26
（水）�

27
（木）�

28
（金）�

29
（土）�

30
（日）�

31
（月）�

1/1
（祝）�

2
（水）�

3
（木）�

4
（金）�

5
（土）�

ごみ収集（燃やすごみ）� 0265（22）4511 ※月曜日収集地区のみ収集します�

ごみ収集（資源・埋立ごみ）�0265（22）4511

直接搬入（燃やすごみ）�
桐林クリーンセンター� 0265（26）7474

直接搬入（埋立・びん・ペットボトル）�
イタチガ沢最終処分場� 0265（26）7515

直接搬入（資源ごみ）�
マエダ� 0265（22）5328

直接搬入（資源ごみ）�
前田産業�
直接搬入（資源ごみ）�
ナカタ商事�

し尿収集（飯田清掃）�

市民課窓口�

りんご庁舎市民証明コーナー�

飯田市斎苑（火葬場）�

オフトーク放送の依頼�

市立病院外来�

市立高松診療所�

上村診療所�

子育てサロン おしゃべりサラダ�

座光寺つどいの広場�

松尾つどいの広場�

くまさんのおうち�

ひだまりサロン�

アイキッズスクエアいくら�

療育センターひまわり�

社会福祉協議会�

ファミリーサポートセンター�

上郷老人保健施設ゆうゆう�

飯伊圏域障害者総合支援センター�

南信地域生活支援センター�

上郷老人福祉センター�

南信濃老人福祉センター�

健康増進施設 ほっ湯アップル�

遠山温泉郷　かぐらの湯�

0265（22）2488

0265（23）1558

0265（23）0311

0265（22）4511

0265（21）4511

0265（23）5863

0265（53）1019

0265（21）1255

0265（22）5060

0260（36）2050

0265（24）0005

0265（49）5266

0265（23）9666

0265（23）5571

0265（59）2144

0265（52）2239

0265（23）5873

0265（23）6097

0265（53）3040

0265（53）3181

0265（53）6048

0265（24）3182

0265（56）8732

0265（52）2252

0260（34）2249

0265（56）6767

0260（34）1085

※4日、5日は午前中のみ受け入れ�

※3日、5日は午後3時まで受け入れ�

※31日は循環線のみ土曜ダイヤで運行�
※2日、3日は土曜ダイヤで運行�

7日まで休み�

24日～8日まで休み�

9日まで休み�

※事務局業務・相談業務は休み�

※事務局業務・相談業務は休み�
※29日は通所一部営業�

休みの日も、電話受付は可能です�

7日まで休み�

※31日の営業時間 10:00～18:00

業務・施設� 電話� 備　考�

ごみ

手続き

医療

市民バス

子育て

保健・福祉

温泉

12月22日（土）は収集を行います�
早めの汲み取りをお願いします�

※31日～3日は、市役所オフトーク
通信センターにお越しください�
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★環境首都コンテスト　総合第５位�
人口規模別　第2位（10万人以上30万人未満）�
「議会主導の自治基本条例」「ＩＳＯ14001南信州
宣言」が先進事例表彰を受賞�

４月１８日�

★飯田市消防団　日本消防協会特別表彰「まとい」受賞�
長年の消防団活動が評価され、日本消防協会最
高栄誉賞特別表彰「まとい」を受賞�

２月８日�

今年の主な受賞�今年の主な受賞�

◆３月31日、市制施行70周年記念式典を文化
会館で開催し、「飯田市歌」などの斉唱や講
演などで節目を祝いました。環境文化都市
宣言も朗読され、美しい自然環境などを活
かしながら多様な主体が協働し、個性ある
飯田市を築くことを誓い合いました。�

４月から社会人対象の信州大学大学院（精密機械制御シ
ステム技術者育成コース、２年間で修士課程修了）が開講
になりました。�
信州大学工学部とのパワーアップ協定により産学官連

携の一環として開講され、地元企業の協力を受けながら、
高度な技術者の養成を目指しています。�

★日本写真協会賞　文化振興賞受賞�
飯田市藤本四八写真文化賞が、写真文化の交流
などに功績があったと評価され受賞�

６月１日�

11月26日、南信濃地域交流センターのしゅん工式が行
われました。地域活動や防災活動、三河・遠州地域との交流
促進の拠点施設として活用が期待されます。施設内には埋
没ヒノキの大木を展示し、太陽光発電や
蓄熱式空調システムを導入するなど環
境にも配慮した施設で、第10回蓄熱のつ
どいで感謝状をいただきました。�

◆４月９日～10日、「全国さくらシンポジウムin飯田」を開催。
桜を活かしたさまざまな事例を通じて観光や地域活性化
のヒントを学ぶとともに、飯田の桜の美しさを全国に発
信しました。�

◆10月20日～11月11日、記念特別展「絵画のなかの物語」
を美術博物館で開催。菱田春草の代表作「王昭君」や５月
に長野県宝に指定された「菊慈童」などすばらしい名品
の数々に出会えました。�

◆10月20日・21日には、日本女子ソフトボールリーグ飯田
大会の開催や、11月には「みる よむ まなぶ 飯田・下伊那
の歴史」の発刊などがありました。�

大学院講義風景�大学院講義風景�

全国さくらシンポジウムプレイベント�
「子ども桜守ガイド」�
全国さくらシンポジウムプレイベント�
「子ども桜守ガイド」�

埋没ヒノキの大木�

市制施行７０周年の記念事業�

信州大学大学院開講�

南信濃地域交流センターしゅん工�
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４月１日、市民と議会、行政の役割を定めた「自治基本条
例」が施行となり、また、地方自治法に基づく「地域自治区」
を市内18地区に新たに設置し、各地区の自治振興センター
を開所しました。第５次基本構想基本計画、総合的土地利
用計画、行財政改革大綱などの新たな自治の枠組みもスタ
ートしました。�

３月25日、人形美術家・川本喜八郎さん制作の人形など
を展示する「川本喜八郎人形美術館」をトップヒルズ第二
内にオープンしました。開館初日には2,500人の来館者が
あり、その後も市内外から多くの方が訪れています。また、
11月には高齢者向け住宅や店舗などが入った「銀座堀端ビ
ル」が完成し、まちなかはにぎわいをみせています。�

子育て世代がこの地域に定着し、子どもを安心して産み
育てられるように子育て支援をさらに充実しました。�
保育園の保育料を10階層に細分化したうえで平均８％
減額するとともに、同時入園の場合の幼稚園保育料を軽減
しました。また、ほかの人の子育てを見聞きしたり、子育て
相談が受けられる「つどいの広場」が６カ所になりました。�

11月14日、今年で15回目となる三遠南信サミットを文
化会館ほかで開催。今後10年間の連携のあり方などを定め
た「三遠南信地域連携ビジョン」の基本的な方向性が合意
され、圏域の内外に三遠南信地域の潜在的可能性を強く訴
える共同宣言を採択しました。�
三遠南信地域は交流の段階から具体的な連携ビジョン

に沿って新たな連携の一歩を踏み出しました。�

３月31日、昭和21年に「上郷村国民健康保険組合直営診
療所」として開設以来、地域医療の発展に大きな功績を残
した市立病院高松分院が幕を閉じました。�
４月２日、上郷保健センターに市立高松診療所が開所し、

地域に根ざした診療を始めました。�

地域協議会委員委嘱�地域協議会委員委嘱�

アイキッズスクエアいくら�アイキッズスクエアいくら�

新しい枠組みによるまちづくりがスタート�

まちなかに新たな拠点施設が完成�

子育て支援をさらに充実�

三遠南信サミット２００７ in南信州開催�

市立病院高松分院の閉院�
市立高松診療所の開所�
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ほっとらいんＩＩＤＡ�
オフトーク通信�
ほっとらいんＩＩＤＡ�

ラジオ�

■広報いいだの風�
○飯田市からのお知らせ�
　  7：10～  7：30�
　12：10～12：30�
　17：10～17：30

■かざこし歳時記�
○飯田市企画番組�
　月曜日～金曜日�
　11：20～11：50

テレビ�

チャンネル�

お知らせ�
　6：00　 12：15　 15：00　 19：30

お知らせ再送�
　6：15　 12：30　 15：15　 19：45

ＮＨＫニュース　7：00　11：50　14：55�
※市議会開会中は、議会中継をお送りします。�

いいだＦＭ放送再送　6：00～20：30

内容・時間�

いいだＦＭ�

■問い合わせ　秘書広報文書課　内線2124

●オフトークの故障は局番なしの113（NTT）�

「かざこし歳時記」1月番組表�
放送曜日

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

番　組　名 内　　　容
ほのぼの飯田
公民館リレー
ニュースイン119
さわやか健康
くらしと環境
市役所情報
子育て大好き
広報いいだの紹介
市民の安全110番
消費生活メモ
保育園だより
本の散歩道
伊那谷の自然
伊那谷の歴史
ふれあい福祉
小学校だより
市立病院だより
サークル紹介
大好き農業
いきいきライフ
中学校だより
観光情報

いいだ、文化の窓
［文化会館・美博
  図書館情報］

第何週
毎週
1
2
3
4
毎週
1
2
3
4
毎週
1
2
3
4
毎週
1
2
3
4
毎週
1
2

4
〜

場　所相談名 日　時 問い合わせ

教 育 相 談 �

行 政 相 談 �

結 婚 相 談 �

子 育て相 談 �

こころの相談日�

障害のある方�
または�

ご家族の相談�

かけこみ教育相談�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

１月８日（火）�
１３:００～１６:００�

１月２８日（月）�
１３:３０～,１５:００～�

１２月１６日（日）�
１月１３日（日）�
１３:３０～１６:３０�
受付１５:００まで�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週月～金曜日�
８:３０～１７:３０�

上郷保健センター�

教育委員会棟�
３ 階 �

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館・東栄町）�
※本人の相談が原則�
写真１枚が必要�

飯田中央保育園
（地域子育て　�
 支援センター）�

社会福祉協議会
1０２６５（５３）３１８０�

飯田中央保育園
1０２６５（２２）４１３３�

飯伊圏域障害者
総合支援センター
1０２６５（２４）３１８２�

地域づくり・庶務課�
内線  ２１１１�

家庭児童相談� りんご庁舎２階�

市 役 所 �
保健センター�

保健課�
内線５５１５�
（予約制）�

子育て支援課�
内線５３０１�

毎週月～金曜日�
９：００～１７：００�

教育相談室�
内線３５８１�

専用電話（FAX兼用）�
1０２６５（５３）８７３０�

場　所相談名 日　時 問い合わせ

消 費 者 相 談 �
毎週月～金曜日�
９:００～１７:００� りんご庁舎３階�

男女共同参画課
内線５３５２�

相談は無料、秘密は厳守します。�各種相談所�
ジョブカフェいいだ�
労 働 相 談 �

悩みごと�

法律相談�

特 別 �

一 般 �

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

１２月１８日（火）�
１３：３０～１５：３０�
毎週火曜日�
１３:００～１６:００�
受付１５：００まで�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
受付１５：３０まで�

毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週水曜日�
１３：００～１７:００�

毎週金曜日�
１３：００～１７:００�

毎週火・木曜日�
１３：００～１７:００�

１月１１日（金）�
１３：００～１７：００�

りんご庁舎２階�

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�

さんとぴあ飯田�

子育て支援課�
内線５３４７�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０�

ジョブカフェいいだ�
1０２６５（５３）８９６６�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０

（予約制）�

ポルトガル語�

中 国 語 �

男女共同参画課
内線５３５１�

外国人総合相談窓口
（市役所本庁舎１階）�

りんご庁舎３階�

市民証明コーナー�
（りんご庁舎２階）�

男女共同参画課�
内線５３５１（予約制）�

女
性
の
た
め

の

相

談

� 心
配
ご
と
相
談�

外
国
語
相
談�

高齢者福祉相談� りんご庁舎２階� 介護高齢課�
内線５３８４�

法 律 相 談 �
（現在係争中のものは除く）�

動物園・子どもの森公園・かわらんべの情報
羽場公民館の活動を紹介
消防署と消防団による消防広報
健康に関しての番組
環境保全活動の紹介
市役所各課からの広報
子育てに役立つ情報
「広報いいだ」１日号の紹介
安全に関する情報広報
消費生活に関する情報番組
千栄分園・久米分園・羽場・飯田中央保育園の紹介
本の読み聞かせ
伊那谷の動植物、季節の変化などの紹介
飯田下伊那の歴史の一幕にスポット
ボランティア・催し物・行事など紹介
龍江・上郷・座光寺・三穂小学校の紹介
市立病院医師のお話
南信濃公民館のグループやサークルを紹介
農業に関係した活動や、事業を紹介
いきいきと暮らす高齢者などを紹介
鼎・緑ヶ丘・竜峡中学校の紹介
飯田の観光情報の紹介
文化会館の事業の紹介
美術博物館・考古博物館の催し物を紹介
図書館の行事や話題の本などの紹介

■テレビ広報�
○飯田市の政策や行事などを紹介します。�

■市民だより�
○市からのお知らせをお届けします。�
　毎日　6：50　9：20　12：00　18：50　20：20　23：20

飯田ケーブルテレビ�

1月21日～27日 　  9：30～  18：00～　20：30～�

放送日　　　　　　　　 　放送時間�

※過去の放送を収録したビデオの貸し出しを行っています。
　お問い合わせください。

市議会本会議開会日（午前
10時～終了まで）は、議会中
継を放映します。


